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あとがき 論文を見つけることができれば、論文検索の作莱

が楽しくなる。もし'１本の雑誌や111:物に|則巡した

文献が兇つからなけｵしば、ilij外のill:物や雑誌にあ

たってほしい。ｌｕ界に目をIｲﾘければ、自分のIMI題

意識と1111連したことは意外と研究きれていること

に気付く。文献は上記の疑ＩＩｌｌに糠えをもっている

かもしれないが、多くはまだ未解決な場合が多く、

私述の疑11Mに直接応えてくれるjl:解はあま')ない。

正解があればl÷1分が作成しようとする論文のオリ

ジナリティーは失われることを窓味するわけで、

正解が見つからない力が探求心は持続する。また、

文献を銃めぱ読むほど、探求心がⅢ幅され、仮説

が生まれる。しかも、同じllIj題愈搬を持つ研究軒

が他にもいることに心強く感じる。ここまで到述

すればもうしめたものである。その時点で、鐵文

のiMi成は出来上がっていよう。

文iMiを読むことはアイディアの源でもある。実

践や綱従が一つの)|[桧であるなら、文献はもう一

つの､|〔摘でもある。実践や調査によって事実を瀞

制し、そしてそうした事実を一つの物語として櫛

成し、探求していくのに不可欠なのが文献である

（実践や綱査もアイディアの源ﾙLであるが、この

議論は別の艤会にしたい)｡文献を読んでいくと新

たな視点や仮説が出てくる。ＩＬＩ分の実践に対して

深みのある解析が可能となっていく。結果として、

文献は轍敬きれながら議丈にﾘⅡ11されるのである。

環境教育の実践をi満文としてまとめることで、自

分の実践を冷静に搬返ることができ、実践に対･す

る改蒋雛や方向が見えてくるのではないだろうか。

それは学術的な活助と敬脊実践が結びつく瞬1111で

もある。教育実践が論文としてレベルアップして

いけば、Ｈ本の環境孜育の実践もｌｉＩ上すると思え

てならない。緬蝶姿11の一人としてまた環境鉄ｆｉ

のﾘﾐ跳粁の－．人として、多くの敬7i現場の活､lが

論文として継承されることを願っている。

綱』』姿!』．6m[二ｌ利彦

雌近、私は毎年の学会大会で発表されている環

境牧frの実践がなぜ倫文になりliIiいのかを考える

ようになった。それは孜育実践と辮接に1則辿した

文献に発蕊者が遭遇していないからと予想してい

る。一・股に、学会iikが他の雑誌と異なる点の－．つ

はりＩｌ１１文献にある。なぜ引用文ilijiが必要なのだろ

うか。それは諭文で主張されているﾘﾄﾞ柄のj［確性

や偏執性を裏付けるものと誰でも述べるであろう。

私もそう思うが、リlHj文献についてもう少し木簡

的なことに迫ってみたい。

少し典体的な実践をもとに誌しをはじめよう。

自然観察によ')学習将が自然に興味をもち、｜:|然

の柵造や機能を率先して観察するようになり、他

の人にそうした楽しみと自然保全のJi要性を牒及

するようになった場而を考えてみよう。環境敬赤

の実践新はこれに似た現象を経験されたことがあ

ると思うが、そうしたz1i例もⅢ)〔耕総文として苑I!＆

する可能性を持っているのである。このようによ

く見られる実践の場而でも､｢自然のどこに興味を

持ったのか、どのようなプログラムが有効であっ

たのか｣｢主体的行libは何によってもたらきれたの

か｣｢IHI察活jlilJを通してfr成されるﾆﾋ地への愛湘は

環境行li1lに結びつくのであろうか｣｢自然観察は原

境行jIMlにどのように滞与するのか｣｢蝋１１ﾂ家のlIIiHi

をもつTl『民の育成はどのように進展するのか｣｢１１１

然保鰹の考えの対立は学習過程でｲIYKしなかった

か」など、環境敬fiにとって探求されるべき爪要

な事柄が、環境教fi爽践指導者の１１１に芽生えてく

る。これらの一つをテーマに文TITとしてまとめて

みようと一念発起すれば、文献を検索しなければ

ならない。興味深い文献、自分のlllIMlj意識と似た

Ji7鞠r我がVOLj3-I




